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巻 頭 言

石川県立高松病院　

村　井　千　賀

　令和元年度という新しい元号の年度に石川県作業療法学会を開催することができた．令

和の意味には，人々が美しく心を寄せ合う中で，文化が生まれ育つという意味が込められ

ている．

　昭和45年理学療法士・作業療法士法が制定され，作業療法の歴史は50年余りを経過し

た．アメリカから輸入された日本の作業療法は，日本の医療の文化の中に取り入れられ，

世界では珍しい国民皆保険制度である医療保険に守られた形でスタートした．医療保険は

医師の医療技術を評価したものであり，その治療には，手術療法，薬物療法，非薬物療法

としての作業療法等がある．手術療法は，ここ数年目覚ましい技術が開発され，後遺症も

少なくかつ入院日数も減少している．薬物療法も秒進分歩様々な薬が開発されている．で

は，非薬物療法である作業療法はどうだろうか．その技術は何か進歩したのだろうか．

　筆者は，保健指導として発達相談，喘息対策，人工呼吸器を装着したALSの在宅支援，

セルフヘルプ活動の支援，介護予防モデル事業など，医療では認知症や手の外科，精神科

治療，回復期リハ病棟のモデル事業などを経験した．この経験を通して，作業療法の一つ

の手法である国際生活機能分（ICF）によるアセスメントを特徴とした生活行為向上マネ

ジメント（MTDLP）を開発した．

　先般，事例登録されたMTDLPのアセスメントを分析した結果，作業療法士は筋骨格系

疾患では環境や起居などの課題を選択しているなど，疾患によって選択されやすいICF

コードと課題が明らかとなってきた．他には，介護保険の通所リハビリテーションにおけ

るデータ収集システム（VISIT）を開発，リハビリテーション手法の標準化を目指した．

その結果の一つとして，トイレ動作の自立に最も関係する訓練方法は，下着の脱着と立位

保持であることが明らかとなってきている．令和２年度には，精神科作業療法の効果と手

法を明らかにするため，新たなデータ収集分析システムを開発する予定である．

　よりよい作業療法技術を対象者に提供するため，日本作業療法士協会では一人ひとりの

臨床の実践を集め，新しい作業療法の文化を育てようとしている．作業療法研究は，長い

間，心身機能の呪縛にとらわれてきた．統計手法が様々開発されている今，生活に対する

専門職である作業療法士の研究は活動と参加に向けた研究として可能性を秘めていると考

える．

　日々の臨床の実践から見えてきたことをまとめてみよう．
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編集後記

　「平成」が終わり「令和」となりました。年号の変更に加え、理学療法士作業療法士養成施

設指定規則が改正され、カリキュラム、臨床実習の指導方法および指導者の基準に対してメス

が入り、理学療法士、作業療法士にとっては忘れられない大きな変化の年になりました。時代

の流れについて行けるよう、「進化」をしていきたいですね。

　そんな中、石川県作業療法学会では、初の２日間開催を行うことができました。みなさん、

いかがだったでしょうか。日々の業務に対する情報提供の場として、みなさんのご期待に応え

ることができていたならば幸いです。

　さて、このたび、年１回の石川県作業療法学術雑誌を発刊することができました。発刊にあ

たり、査読や編集にご協力頂きました会員のみなさまには、この場をお借りして深く感謝申し

上げます。

　当士会学術部では、学会発表・論文投稿に対する相談も受け付けております。会員のみなさ

まには、気軽にご連絡を頂けることをお待ちしております。また、次年度以降も石川県作業療

法学術雑誌への多くの投稿をお待ちしております。
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